【作成例】


２ヶ月分の運転資金計算書
（単位：千円）
１　収入
１２，７３５･････（１）＋（２）の額
拠　出　金　　　１０，０００･････（１）預金、医業未収金の拠出金の合計
窓口現金収入　　　２，７３５･････（２）①＋②の額
　（算出方法）
       【社会保険診療分】
          診療報酬窓口収入金額（12ヶ月分実績）11,340
          11,340÷12ヶ月×2ヶ月＝1,890･････①2ヶ月分の窓口現金収入
        【自由診療分】
　　　　　自由診療収入等金額（12ヶ月分実績）5,070
　　　　　5,070÷12ヶ月×2ヶ月＝845･････①2ヶ月分の窓口現金収入
２　支出
    ９，０５６･････（３）＋（４）＋（５）＋（６）
　　医業費用　　　　

　　（12ヶ月分の医業費用）
 　　　売上原価8,060＋経費合計27,900－減価償却費2,627＝33,333

　　　 33,333÷12ヶ月×2ヶ月＝5,556…（３）2ヶ月分の医業費用
　　施設整備費　　　500…（４）2ヶ月内に支出が必要な施設整備
（賃借契約敷金、医療機器購入）費
　　借入金元本等返済額800
　　　　　　　　　　　 …（５）2ヶ月分の負債引継ぎに係る元本返済額等
　　（借入金の元本返済額、負債引継ぎを行うリース資産に係るリース料等）

　　役員報酬　　　2,200…（６）2ヶ月分の役員報酬
※収入＞支出であること。

※事業計画や予算書と整合させること。
※数値は、決算書の損益計算書などを参考に根拠のある見込額を基礎とすること。
※新たに職員給与、役員報酬、あるいは建物賃貸借料を支出する必要がある場合、医業費用に項目を記載して加算すること。
「窓口現金収入」は、前年の確定申告書の付表（医師及び歯科医師用）から作成する。





「医業費用」は、前年の確定申告書の損益計算書から作成する。









